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要約  

・ 新型コロナウイルス感染症 （COVID -19）患者における退院後6 か

月での機能性呼吸困難と体力との関連について評価された。 

・ 対象は 、COVID -19 にて入院後、心肺運動負荷試験検査（CPET）

が実施された 23 例である。 退院後6 か月時に mMRC スケール

による呼吸困難と CPET 検査結果との関連について後方視的に調

査された。 

・ 平均mMRC 呼吸困難スコアは 1（SD = 1）で、 これは Peak V
．
O2と有

意に関連していた（r = -0.49）。6 か月時点で、一般病棟に入院した患

者の Peak V
．
O2は、年齢標準値の 87％、集中治療室（ICU）に入院し

た患者の Peak V
．
O2は、年齢標準値の 77％であった。全患者で呼

吸当量は高く、power-to-weight ratios（Watts/weight）は低く、また ICU

滞在患者の換気効率は、比較的低い値を示した（平均VE/VCO2 

slope= 34 [SD = 5]）。呼吸予備能15％または 11 L / min 未満はおら

ず、全例正常な運動心電図を示し、23 名中4 名の心拍数は 90％を

超えていた。 

・ COVID-19 患者の退院後6 か月時点、持続性呼吸困難は体力の低

下と関連していた。 

・ 本研究は、持続性呼吸困難に関連する身体的制限の根底にあるメ

カニズムについて、病態生理学的な新たな手がかりを提示します。 


